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スペイン、インド、ガーナ、オーストラリアなどである（今年度の高校 2 年生、高校 3 年生に
は日本人はいない状況）。学校内の共通語は英語であり、週 3 回の日本語クラスがある。日本語
















































































　生徒達からの歓迎の言葉と講師の紹介があり、続いて高校 3 年生 L 君のラップと同じ A クラ





























































　【1  ふるさととはなんだろう /ぼくもわからないんだ /おおきくなってやっとわかるよ /その日ま
でまってみよう
　 2  家族のあたたかさが /わたしのおもうふるさと /支え合い愛し合い /まんめんのえがお /たか
らものよふるさと】
　D 君の作品
　【 1 近所ろうじん　住んでる /毎朝誰もいない /話し合わない　かなしい /色んな意味　友なし 
2 ぼくは一人　孤独さ /けどふるさと　いとしい /四季折々　最適 /落ち着く場所　ふるさと 
3  夢を語り かなえて /かえってくる　ふるさと /家族やさし　落ち着く /やはりたのし　ふる
さと】
　M さんと D 君には、それぞれ自作の歌詞を朗読してもらった。































ことなのだと気づかされた。授業の数日後に生徒達から送られてきた感想の中に「”The Song is 
always with you” この言葉絶対忘れません」「This is something I will never forget」などのコメン
トが多く見られた。反応や言葉遣いがストレートであることもインターナショナルスクールなら
ではの特性とも言えるであろうが、多感な時期にアイデンティティーを意識せざるを得ない環境
で過ごす生徒達にとって、自己そのものである声の可能性や、自分の声と共に生きていくことへ
の気づきは、こちらの意図を超えたインパクトであったことに改めて気づかされた。
　英語での指導という点については、セミナーのめざすゴールが明確であれば、言語による違い
はあまり問題ではないと感じられた。本テーマのセミナーは、受講者の反応ややり取り、受講者
から出てくるキーワードによって、毎回異なる経緯を辿るのであり、手段としての言語よりも、
受講生の人生経験やキャラクターによる違いの方が大きくその経緯に影響する。「歌をうたうと
いうこと」というテーマは、その違いそのものを再認識し、変化を楽しもうというものであるた
め、言語による違いはそこに吸収される違いのひとつに過ぎなくなる。
　ヒューレット先生ご自身のコメントには、予想以上に、素直にふるさとを題材とした詩を生徒
達が書き上げ、個性豊かな優れた作品が出来上がったこと驚いたこと、日本語教師が授業で歌を
教材としてとりあげることの意義について、生徒や保護者の理解が深まったと思われること、生
徒達がそれぞれの得意分野を発揮して積極的に取組み、協力して作り上げることを学び、クラス
の結束が強まったこと、等が記されており、出張授業をご依頼頂いた当初の目的は、狭義におい
ても広義においても、ある程度果たされたものと推測する。特に、生徒たちの取り組みの熱心さ
は日常的に生徒を見守っている先生にも目を見張るものであったようで、異国で暮らす生徒達に
とって「ふるさと」という題材が、それぞれ漠と抱えている不安や孤独に向かい合うきっかけを
もたらしたものと推測される。この選曲はヒューレット先生はじめ TIS 教員の希望によるもの
であり、慧眼に感謝したい。
　生徒達の感性が豊かであることはもちろん、特に歌唱の訓練を受けているわけでもない生徒達
が、これほどの声の変化、歌唱表現の変化をもって即座に反応できることは、TIS 全体ののびや
かな雰囲気や、日頃の教育の中で生徒達自身が個々を尊重されていると実感している下地に負う
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ところが大きいと感じている。James Steward 校長先生をはじめ、授業を見守り、ご協力下さっ
た教員の皆様方、そして、事前準備から当日の運営、事後の生徒達のふりかえりに至るまで、多
大なるご協力を頂いたヒューレットえり子先生に、心からの謝辞を捧げたい。
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中学生の生徒達が作った「My Version Fursato」の歌詞集　（原文のまま）
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